




ている 8)。

図2にEr/Yb系のエネルギー準位モデルを示す。EYDFでは

Ybイオンが800～





7.  おわりに

EDFにYbを共添加させることで，濃度消光に起因する変換

効率の低下を抑制しつつ，従来のEDFにおけるEr添加濃度限

界を向上させることに成功した。今回開発したEYDFを 1480

nm LDで励起することにより，これまではトレードオフの関

係であった低非線形特性と高変換効率特性とを両立した高出力

アンプを実現した。

今後はL-BAND領域における適用の可能性の検討，更なる

Er高添加をめざしたコア組成の最適化，アンプ用ファイバの

構造パラメータを含めた更なる低非線形化の検討を行ってい

く。
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